
ま
し
た
。
み
ん
ぱ
く
で
も
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

楽
器
を
使
っ
て「
音
楽
の
祭
日
」を
祝
い
ま
す
。

日
時　

6
月
23
日（
日
）10
時
15
分
〜
16
時
35
分

　
　
　
（
10
時
開
場
）

会
場　

特
別
展
示
館

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料（
展
示
を
ご
覧
に
な
る

方
は
、
展
示
観
覧
券
が
必
要
で
す
。）

お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課　
「
音
楽
の
祭
日
」
担
当

電
話　

0
6
・
6
8
7
8
・
8
2
1
0

　
　
　
（
土
日
祝
を
除
く
9
時
〜
16
時
）

み
ん
ぱ
く
映
画
会
・
第
45
回
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ

「
サ
ー
ミ
の
血
」

独
自
の
言
語
と
文
化
を
持
つ
サ
ー
ミ
人
の
少
女
が
、

国
の
分
離
政
策
に
よ
っ
て
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
、

自
ら
の
ル
ー
ツ
と
葛
藤
し
な
が
ら
成
長
し
生
き
る

姿
を
と
お
し
て
、
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時　

6
月
16
日（
日
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
　
（
13
時
開
場
）

会
場　

特
別
展
示
館 （
定
員
3
5
0
名
）

※
申
込
不
要
、
要
展
示
観
覧
券

※
参
加
券
を
当
日
11
時
か
ら
特
別
展
示
館
入
口
に

て
配
布

●
み
ん
ぱ
く
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
ご
案
内

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル「
万
博
記
念
公
園
駅
」と
み
ん
ぱ
く

の
間
の
直
通
送
迎
バ
ス
を
特
別
展「
子
ど
も
／
お
も

ち
ゃ
の
博
覧
会
」の
会
期
中
に
運
行
し
ま
す
。

運
行
日　
5
月
28
日（
火
）ま
で
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

　
　
　

  

1
日
11
往
復
、
所
要
時
間
10
分
、
無
料

運
休
日　

平
日
、
5
月
1
日（
水
・
祝
）

※
万
博
記
念
公
園
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
場
合

は
臨
時
に
運
休
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
本
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

特
別
展
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
折
り
紙
教
室
」「
紙
芝
居
」「
石
け
り
で
あ
そ
ぼ
！
」

の
3
種
類
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
と
お
し
て
、
昔

の
遊
び
を
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

各
日
11
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
13
時
30
分
、

　
　
　

14
時
30
分
〜
15
時（
各
回
30
分
）

開
催
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
み
ん
ぱ
く
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場　

特
別
展
示
館
2
階

※
時
間
内
随
時
受
付
、
要
展
示
観
覧
券

※
み
ん
ぱ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
Ｍ
Ｍ

Ｐ
）に
よ
る
催
し
で
す
。

企
画
展

「
旅
す
る
楽
器

―
南
ア
ジ
ア
、弦
の
響
き
」

南
ア
ジ
ア
の
弦
楽
器
は
、
中
央
ア
ジ
ア
や
西
ア
ジ

ア
か
ら
伝
え
ら
れ
た
楽
器
が
改
良
さ
れ
定
着
し
た

も
の
が
多
く
、
そ
の
い
く
つ
か
は
南
ア
ジ
ア
で
の

変
容
を
経
て
東
南
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ
ア
に
も
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
楽
器
が
広
大
な
地
域
を
旅
し
て
伝

播
し
て
い
く
様
を
知
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
に

お
け
る
長
期
的
な
文
化
の
交
流
を
実
感
し
て
く
だ

さ
い
。

会
期　

5
月
7
日（
火
）ま
で

会
場　

本
館
企
画
展
示
場

企
画
展

「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、オ
ア
シ
ス
に
生
き
る
女
性
た

ち
の
50
年 

―『
み
ら
れ
る
私
』よ
り『
み
る
私
』」

片
倉
も
と
こ（
本
館
名
誉
教
授
）が
半
世
紀
前
に
撮

影
し
た
写
真
を
手
が
か
り
に
、
色
鮮
や
か
な
物
質

文
化
か
ら
サ
ウ
ジ
女
性
の
生
活
文
化
の
変
遷
を
た

ど
り
ま
す
。

会
期　

6
月
6
日（
木
）〜
9
月
10
日（
火
）

会
場　

本
館
企
画
展
示
場

音
楽
の
祭
日
2
0
1
9 

in 

み
ん
ぱ
く

1
9
8
2
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
、
夏
至
の
日
に
み
ん

な
で
音
楽
を
楽
し
む「
音
楽
の
祭
典
」が
は
じ
ま
り

国立民族学博物館友の会　電話  06-6877-8893（9時～17時、土日祝を除く）　FAX 06-6878-3716
https://www.senri-f.or.jp/minpaku_associates/      E-mail minpakutomo@senri-f.or.jp 友の会

日
時　

5
月
18
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時（
13
時
開
場
）

会
場　

本
館
セ
ミ
ナ
ー
室

参
加
費　

無
料

※
参
加
券
を
当
日
12
時
30
分
か
ら
本
館
1
階
案
内
所
前
に
て
配
布

※
メ
イ
ン
会
場
が
満
席
の
場
合
は
中
継
会
場
を
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

第
4
9
1
回

文
化
遺
産
の
持
続
的
な
活
用
を
め
ざ
し
て

―
南
米
ペ
ル
ー
北
高
地
パ
コ
パ
ン
パ
遺
跡
で
の
試
み

講
師　

関
雄
二（
本
館 

教
授
）

本
館
の
研
究
者
が
「
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
」「
調
査
し

て
い
る
地
域
（
国
）
の
最
新
情
報
」「
み
ん
ぱ
く
の
展
示
資
料
」

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

5
月
12
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

新
ビ
デ
オ
テ
ー
ク
紹
介

「
た
だ
い
ま
オ
ン
エ
ア
ー

 

―
ソ
ニ
ン
ケ
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
つ
な
ぐ
地
域
ラ
ジ
オ
」

話
者　

三
島
禎
子 （
本
館 

准
教
授
）

5
月
19
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
キ
ル
ト
の
誕
生

―
米
国
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
交
流
史
か
ら

話
者　

鈴
木
七
美 （
本
館 

教
授
）

5
月
26
日（
日
）14
時
30
分
〜
15
時　

本
館
ナ
ビ
ひ
ろ
ば

ア
ン
デ
ス
の
悪
魔
の
踊
り

話
者　

八
木
百
合
子 （
本
館 

助
教
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料（
要
展
示
観
覧
券
）

み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

研
究
者
と
話
そ
う

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

お問い合わせ（本館 広報係）
電話　06 - 6878 - 8560／ FAX　06 - 6875 - 0401
http://www.minpaku.ac.jp/

観
覧
料
改
定
の
お
知
ら
せ

2
0
1
9
年
6
月
6
日（
木
）よ
り
、
本
館
展
示
観

覧
料
を
左
記
の
と
お
り
改
定
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

特
別
展
観
覧
料
は
そ
の
都
度
、
別
に
定
め
ま
す
。

何
卒
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

各
種
割
引
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
み
ん
ぱ
く
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
別
展

「
子
ど
も
／
お
も
ち
ゃ
の
博
覧
会
」

明
治
時
代
以
降
に
お
け
る
日
本
の
社
会
の
大
き
な

変
化
は
、
そ
の
時
々
の
子
ど
も
の
あ
り
よ
う
や
人

び
と
の
子
ど
も
観
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
本
展

で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
戦
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
玩
具

を
つ
う
じ
、
子
ど
も
や
子
ど
も
を
め
ぐ
る
社
会
の

変
遷
と
そ
の
意
味
を
探
り
ま
す
。

会
期　

5
月
28
日（
火
）ま
で

会
場　

特
別
展
示
館

※
各
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
み
ん
ぱ
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
、
9
時
〜

17
時（
土
日
祝
を
除
く
）で
す
。

一
般

高
校
・
大
学
生

中
学
生
以
下

4
2
0
円

2
5
0
円

無
料

◆
2
0
1
9
年
6
月
4
日（
火
）ま
で

◆
2
0
1
9
年
6
月
6
日（
木
）か
ら

一
般

大
学
生

高
校
生
以
下

5
8
0
円

2
5
0
円

無
料

刊行物紹介

世界には、古くから伝わる不思議なお祭りがた
くさんある。本書では、その地方以外ではほと
んど知られていない世界の
40のお祭りにスポットを当
て、そのユニークな衣装や
儀式をカラフルで楽しいイ
ラストとともに紹介する。

■ロブ・フラワーズ 著、八木 百合子 監訳、
　北川 玲 翻訳
『世界一おもしろいお祭りの本』
創元社　2,000円（税別）

中東・北アフリカを舞台に育まれてきた音文化の
なかでも、音楽に焦点をしぼり、歴史、特徴、楽
器などについてわかりやす
く解説。西洋音楽とアラブ
音楽の双方に造詣の深い著
者が、ヨーロッパ・キリス
ト教世界とアラブ・イスラー
ム世界の接点という特殊な
立ち位置から、アラブ音楽
へのアプローチを試みる。

■シモン・ジャルジー 著、水野 信男 監修、    
　西尾 哲夫、岡本 尚子 翻訳
『アラブ音楽』
白水社　1,200円（税別）

■樫永 真佐夫 著
『殴り合いの文化史』
左右社　3,700円（税別）

“殴り合い”が孕むすべてのものを、ボクサーに
して人類学者の著者が暴く前人未到の文化史。
名誉と屈辱、理性と本能な
ど人間の本性に迫る章から
「ウルトラマンはなぜ殴ら
ないのか」といった雑学ま
で、暴力論とは異なる視点
から“殴り合う”ことの全貌
を描いた（怪）力作。

研
究
部
新
メ
ン
バ
ー

奈な

良ら 

雅ま
さ

史し 

准
教
授
（
超
域
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
研
究
部
）

筑
波
大
学
大
学
院
で
博
士
号

を
取
得
後
、
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
P
D
、
ボ
ル

ド
ー
政
治
学
院
客
員
研
究
員

と
し
て
研
究
に
従
事
。
専
門

は
文
化
人
類
学
。
北
海
道
大

学
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
院
を
経
て
現
職
。

中
国
雲
南
省
の
回
族
を
事
例
と
し
て
、
現
代
に
お
け

る
宗
教
の
あ
り
方
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
自
律
性
な
ど
に

つ
い
て
研
究
。

小お

野の 

林り
ん

太た

郎ろ
う 

准
教
授
（
人
類
文
明
誌
研
究
部
）

上
智
大
学
大
学
院
で
博
士
号

を
取
得
後
、
総
合
地
球
環
境

学
研
究
所
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
国
立
大
学
で
研
究
に
従
事
。

そ
の
後
、
東
海
大
学
海
洋
学

部
を
経
て
現
職
。
専
門
は
、

東
南
ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア

の
海
域
世
界
に
お
け
る
人
類

の
移
住
史
や
海
洋
・
島
嶼
適
応
に
関
す
る
研
究
。

国
立
民
族
学
博
物
館
・
国
立
科
学
博
物
館 

共
同
企
画
展

「
ビ
ー
ズ

―
自
然
を
つ
な
ぐ
、
世
界
を
つ
な
ぐ
」

会
期　

6
月
16
日（
日
）ま
で

会
場　

国
立
科
学
博
物
館 

日
本
館
1
階

　
　
　

企
画
展
示
室（
東
京
・
上
野
）

休
館
日　

月
曜
日
、
5
月
7
日（
火
）

﹇
た
だ
し
、
5
月
6
日（
月
・
休
）、

6
月
10
日（
月
）は
開
館
﹈

主
催　

国
立
科
学
博
物
館

国
立
民
族
学
博
物
館

南
米
ア
ン
デ
ス
文
明
初
期

の
巨
大
な
神
殿
遺
跡
パ
コ

パ
ン
パ
の
調
査
は
、
13
年
に

も
お
よ
び
ま
す
。
現
在
、

住
民
と
と
も
に
実
施
し
て

い
る
、
文
化
遺
産
の
持
続

的
活
用
を
目
指
す
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

友
の
会
講
演
会

会
場　

本
館
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室（
当
日
先
着
順
・
定
員
96
名
）

※
会
員
無
料（
会
員
証
提
示
）、
一
般
5
0
0
円

第
4
8
8
回　

5
月
4
日（
土
・
祝
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

【
特
別
展「
子
ど
も
／
お
も
ち
ゃ
の
博
覧
会
」関
連
】

紙
人
形
と
着
せ
替
え
遊
び

―
遊
ぶ
身
体
の
記
憶

講
師　

森
下
み
さ
子
（
白
百
合
女
子
大
学 

教
授
）

第
4
8
9
回　

6
月
1
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

「
陽
気
な
墓
」を
と
お
し
て
考
え
る
生
と
死

講
師　

新
免
光
比
呂
（
本
館 

准
教
授
）

ル
ー
マ
ニ
ア
の
マ
ラ
ム
レ
シ
ュ
地
方
に
は「
陽
気
な
墓
」と
呼
ば
れ

る
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
墓
標
が
並
ぶ
姿
は
墓
地
の

陰
気
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
ま
す
。
し
か
し
、
死
が
陽
気
な
も
の

で
あ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
え
て
陽
気
な
墓
標
で
死
者
を
想

起
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
生
は
つ
か
の
間
の
受
苦
で

あ
り
、
死
は
永
遠
の
休
息
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
人
に
よ
り
、
民

族
に
よ
り
、
時
代
に
よ
り
死
の
表
象
は
異
な
り
ま
す
。
し
ば
し
、

死
へ
の
想
い
を
抱
い
て
西
欧
文
化
を
旅
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会
を
お
こ
な
い
ま
す（
40
分
）。

東
京
講
演
会

第
1
2
6
回　

7
月
13
日（
土
）13
時
30
分
〜
14
時
40
分

【
み
ん
ぱ
く
名
誉
教
授
シ
リ
ー
ズ
】

チ
ワ
ン（
壮
）族
の
文
化
の
資
源
化
の
現
状

講
師　

塚
田
誠
之（
本
館 

名
誉
教
授
）

会
場　

モ
ン
ベ
ル
御
徒
町
店
4
F
サ
ロ
ン（
定
員
60
名
）

チ
ワ
ン（
壮
）族
は
、
中
国
の
55
の
少
数
民
族
の
う
ち
最
大
の
人
口

を
有
し
、
そ
の
多
く
が
中
国
南
部
の
広
西
壮
族
自
治
区
に
居
住
し

て
い
ま
す
。
歴
史
的
に
漢
文
化
の
影
響
を
受
容
し
て
き
ま
し
た
が
、

歌
掛
け
や
モ
チ
米
食
品
へ
の
嗜
好
性
な
ど
独
自
性
を
も
保
持
し
て

き
ま
し
た
。
1
9
9
0
年
代
以
降
、
中
国
の
経
済
発
展
に
と
も
な

い
、
か
つ
て
男
女
の
歌
掛
け
の
際
に
用
い
ら
れ
た「
繍
球
」が
商
品

化
さ
れ
、
高
床
式
住
居
が
観
光
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
の

変
化
が
み
ら
れ
ま
す
。
本
講
演
で
は
、
こ
う
し
た
事
例
を
つ
う
じ

て
文
化
の
資
源
化
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

※
講
演
会
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
談
会
を
お
こ
な
い
ま
す（
40
分
）。

※
要
事
前
申
込
、
会
員
無
料（
会
員
証
提
示
）、
一
般
5
0
0
円

パコパンパ遺跡の保存作業に携わる地域住民
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